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株式会社 大西製作所

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

代表取締役     大西  隆裕  氏

私
が
大
切
に
し
て
い
る
言
葉

連
載

◆本 社 所 在 地 
◆業 種・製 品

◆創     業
◆資    本    金
◆従 業 員 数

大阪市鶴見区横堤 5 丁目 11 番 45 号
搬送機器（つばきコンベヤ、リフト装置）や各種産業機器
の設計・製造、エキスパンドメタルなど金属材料建材の
加工・販売
1959（昭和 34）年 9 月
4,600 万円
12 名
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私がこの言葉を学生時代の恩師に聞かされたのは、サラリーマン
生活に区切りをつけて自社に戻って数年してからのことでした。
当時、モノづくりの会社である自社の特性、エンジニアとして培っ
た自身の感性を組み合わせ、事業開発に取り組んでいたもののどう
取り組めばよいか迷っており、自身が巣立った大学の研究室へふらっ
と足を運ぶと、今回ご紹介したこの言葉と同タイトルの本をプレゼ
ントされました。
何かを考える時に一番大切なのは、自らの目線をどこに置くかで
す。鳥の目のような高い視点で見てみる俯瞰であったり、○○者目線
というように誰かの側に立ってものごとを見てみたりはよくありま
す。私はこの時以来、いかに簡単に分かりやすく考えるか、業界人
の専門知識に囚われずにどう自由に考えるか、を意識してものごと
を考えるようにしています。
もちろんどんなに素晴らしいアイデア・構想も、それを目に見え
る形にする実行力が伴ってこそです。だからこそ、ここでプロとし
ての手腕で実現させるというわけです。

企業サイトにリンクします ▶

シンボルマークや社名の書体（これらを総称して
ロゴマーク）には、会社のビジョンや経営理念な
どさまざまな想いが詰っています。そうした各社
各様のロゴマークをご紹介します。 

Ｑ1. 事業内容をご紹介ください
昭和47年に歯車屋として東大阪の地で創業。現在は丸物板

物を問わず、あらゆる産業機械向け難加工部品の加工を主業

としています。オーダーの98％が1点物であり、5工場が常

にフル稼働の状況にあります。一方産業機械の1台組も得意

としており、まさに“ワンストップ工場”を体現しています。

Ｑ2. ロゴマークに込めた思いをお聞かせください
緑色は従業員の平均年齢が32歳という若さ（若葉）を表し、

黒色は鋼を表現しています。3Kの象徴のように呼ばれがち

な「町工場」ですが、安全性を完備した最新のNC機を惜し

みなく投入。若い力で日本の製造業の礎であり続けようと

いう、役職員の強い思いが込められたロゴマークとなって

います。

Ｑ3. 貴社の強み、アピールポイントをお聞かせください
諸刃の剣ではありますが、やはり「若さ」が強みと考えます。

活気のある職場は相互研鑽意識が自然と醸成され、図面で会

話をする“今どき”の若者たちの姿に感動すら覚えます。ま

た上述の通り、オーダーの98％が1点物という事実が、弊社

の技術力を裏づけていると考えています。

企業理念

株式会社　イシダ工作所

絶え間ない思考で高い企業価値と企業利益を創出する

現場には高性能の工作機械を惜しみなく投入し

難加工部品の製作にあたっています

ユーザーにとっての「より良いパーツ」を念頭に

機器と経験の両面から追求しています

ユーザーの「早く欲しい」をかなえる。
ひたすら「良いパーツ」を追求。
重大事故の撲滅に取り組み、人命の安全確保とユーザーの財産を守る。

本　　社：大阪市平野区加美東 6丁目 15-10

創　　業：1972（昭和 47）年 4月

資 本 金：1,000 万円

従業員数：49 名（2024 年 2 月末現在）
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